
蚕都くらぶ・ま～ゆという上田地域通貨モノコト交換制度は､地域で暮らすひとびとがお互いに

助け合って楽しく暮らすための制度です。

私たちは､この地域の豊かな自然やひとびとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考えます。

その宝を活用することで､より豊かな地域と人間関係を目指しています。

蚕都くらぶ・ま～ゆは､地域通貨を使って人と地域をつなぐシステムです。

❖人と人との新しい関係が生まれます。

❖自分の能力を再発見できます。

❖人が活き活きすることで､地域が元気になります。

わ た し た ち の 願 い



－１－

12月23日 快い天候に恵まれて

40臼をはるかに超えたモチをつきあげました

前の日は

米とぎ
｢白餅とキビモチを1枚ずつ｣

｢私は搗くだけでいいです｣

｢イチ、ニイ、……１０で交代｣

搗き手の助っ人さん頑張って！

私の得意はカンピョウ

と餅搗き

青空の下で“お餅フルコース”40人のおなかが膨れました

最初は悪戦

苦闘でした



ま
～
ゆ
会
報
は
、
心
の
ビ
タ
ミ
ン
剤
！

安

井

啓

子

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
～
ゆ
の
み
な
さ
ん
は
、
二
〇
〇
七
年
を
ど
ん
な
気
持
ち
で
迎
え
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
？

私
事
で
す
が
、
今
年
は
夫
の
実
家
が
あ
る
福
井
で
、
久
し
ぶ
り
に
家
族
全
員
が
揃
っ
て
お
正
月
を

祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
身
と
も
に
健
康
で
、
不
正
義
や
不
条
理
を
見
抜
く
感
性
を
磨
き
、
真
に
心
優
し
く
、
強
く
あ
り

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
い
つ
も
充
実
し
た
内
容
の
会
報
を
編
集
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
陰
で
、
会
報
を
通
し
て
会
員
が
結
ば
れ
、
ま
～
ゆ
の
活
動
が
記
録
と
し
て
残
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
れ
が
記
念
誌
発
行
の
大
き
な
原
動
力
に
も
な
り
ま
し
た
。
重
ね
て
感
謝
、
感
謝
で
す
。

世
の
中
の
動
き
が
な
ん
と
も
慌
し
く
、
い
や
な
こ
と
ば
か
り
が
目
に
付
き
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う

な
時
、
心
が
何
と
な
く
重
く
て
気
力
が
湧
い
て
こ
な
い
時
、
私
は
ま
～
ゆ
会
報
を
取
り
出
し
て
み

ま
す

（
過
去
の
も
含
め
て
）。

紙
面
に
溢
れ
る
ま
～
ゆ
人
の
“
心
”
や
“
考
え
て
い
る
こ
と
”
に
触
れ
、「
あ
～
、
み
ん
な
一
生
懸

命
生
き
て
い
る
ん
だ
～
」
と
ふ
っ
と
肩
の
力
が
抜
け
、
身
が
軽
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ

に
、
会
報
は
私
に
と
っ
て
心
の
ビ
タ
ミ
ン
剤
。

こ
れ
か
ら
も
ジ
ワ
ジ
ワ
～
と
効
い
て
元
気
の
素
を
運
ん
で
く
れ
る
会
報
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

あ
わ
せ
て
、
皆
さ
ん
、
会
報
に
記
事
を
ど
ん
ど
ん
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

－２－

蚕都くらぶ･ま～ゆ 5周年総会＆記念誌出版祝賀会 から



－３－

冷めた紅茶で乾杯↑
｢東信ジャーナル｣・｢週刊上田｣にも記事掲載→



信濃毎日新聞

11月24日

－４－



－５－

趣のある足助の本屋さん

香嵐渓の紅葉狩り
№70 まっちゃんこと 松木 節子

私は今年の9月に会

社を退職しました。それ

から2ヶ月、今まで滞っ

ていた家の掃除や会え

なかったお友達の家に

遊びに行く時間もでき

ました。ごぶさたしてい

た「ま～ゆ」にも参加で

きるようになり11月のあ

る日､｢何かま～ゆ情報はないかナー｣と取りあえず､

都々平さんのお宅に伺うと 11 月26 日に紅葉狩りツ

アーがあるとの事。あと１～2 名の空きがあるとの事

でその場で早速申し込みました。

当日は朝 5 時出発とい

うことで､前の晩は起きら

れるか心配して寝ました。

孫の手さん運転のバスは

定刻5 時に出発し 9 時過

ぎには香嵐渓に到着しま

した。赤、黄、緑、の 4 千

本の見事な紅葉が私たち

を迎えてくれました。

香嵐渓には香積寺という寺があり､広い渓谷全体

が､お寺の境内であるとの事でした。江戸時代、その

お寺には三栄和尚いう方がおいでになり､美しい自

然をより美しくとの願いを込めて般若心経一巻を詠

むごとに､カエデ､スギなどを 1 本 1 本植えていった

のが今の香嵐渓の始まりといわれています。

道路は車、車、車で､駐車場を探すのに皆大変苦

労をしていました。われわれのバスも何度か駐車を

断られ､結局遠くに停めることになりました。歩道も人､

人､人で銀座通り(?)のようでした。出店もいろいろあ

り賑わっていました。その人気のすごさには紅葉と

同じくらいに圧倒されました。350 年以上前の三栄

和尚様の徳が今になって花開いている感じがしまし

た。和尚様が｢何事も焦ってはいけない｣｢時間に堪

えよ｣と教えてくれて

いるような気がしまし

た。

それから足助の町

(上田市柳町を大きく

した感じ)を三々五々

散策しました。ヒデさ

んが古い町並みの説明を歩きながら､立ち止まりな

がら､自然な感じでしてくださいました。歩いているう

ちにいつの間にかいなくなる人もいて､お菓子やコ

ロッケを食べながらまた現れたりしました。(私もその

１人でした)。

その後、道の駅でみんなで持ち寄ったお昼をお

互いに交換しながらいただきました。おでんをお鍋

ごと持って来た人もいて年季と気合の入った愛情を

いただいた思いがしました。私はあげ

るよりもらったほうが多くて､今度は私

も…と思いました。そのあと少し暗くな

って昼神温泉に入ってから帰路に着

きました。

孫の手さんの運転と、トキちゃんの

ガイドと都々平さんの企画及び周到

な準備をしていただいた故にできた

楽しい紅葉狩りツアーでした。

それから黒柳さんとバスで隣に

なり、いろいろお話が出来たことも楽しいことでした。

黒柳さんと私には共通の知り合いのおばさんがいて､

後日黒柳さんが楽しかった旅行の話をその人にさ

れると、大変喜んでくれたそうです。いっそう親しく

話しをしていくうちに､黒柳さんのお父様とそのおば

さんは昔よく知った間柄であったこともわかり､驚い

たり､うれしかったりされたようです。これもひとつの

出会いでしょうか。ま～ゆという小さな小人は時空を

こえて出会いというものを運んでくれるような不思議

な気がしました。……ということで紅葉狩りツアーは

「おまけ」までくださいました。本当にありがとうござ

いました。



－６－

蚕都くらぶ･ま～ゆ・・・への入り口で
“ま～ゆ”会員の皆さんこんにちは。

11月23日、“ま～ゆ”総会と､地域通貨を超えた“ま～ゆ”誌

発刊記念パーテイーに参加させていただきありがとうございました。

この日その会場に居て､私の過去にこれほど心

に響く出来事が有ったであろうかと､何度も自分

に問いかけながら､皆さんのお話を伺っていまし

た。

私が“ま～ゆ”の存在を知ったのは､

11 月の中頃に､まだ一度も会ったこ

とも､声を聞いたこともない､“ま～

ゆ”会員でいられる高須健さんから

のメール配信の中に、｢地域通貨に関

心をお持ちの方はおりませんか｣と

いう文字でした。普段､高須さんから

配信されるメールを読みながら､き

っとあの人は､誠意と善意と安心と

を材料にして作った“金太郎あめ”の

ような人なんだろうなと思っていました。(どこを

切ってもいい笑顔でしょう)そこで､地域通貨を知

る前に､高須さんを知ることと決めました。 私の

質問メールに答えてくれた彼からのメールには､

いたるところ親切が山もりでした。後で分ったこ

とですが､もうこの時点(メール応答)で“ま～ゆ”

が満ちあふれていたのですね。感謝です。車の運

転も書類にサインもできない私に､初めてを感じ

させず､さりげなく､かつ当たり前のように支援し

てくれました。（こんな時､何ま～ゆを？…）会場

に居て､それが“ま～ゆ”の精神なんだねと気づく

のにそれほど時間はかかりませんでした。

会場では私が座ったテーブルに“どどへい”さん

が居てくれました。忙しい合間をぬって､“どどへ

い”さんは“ま～ゆ”のことをポツリポツリと話し

てくださいました。そのお話の中で､会員の多くの

方にはニックネームがついており､それで呼び合

うのが常ですよとのこと。だから､｢あなたもどう

ぞと｣言われビックリ。 自分で愛称を付けるんで

すか～…。そう､私はいつも生きている限り､その

年令より15歳は若く健康で元気に､そして楽しく

過ごしたいと思っております。 言葉を替えれば､

どこまでも『まめで生きていたい』と願っていま

す。そこで思い切って太郎山から飛び降りた気分

で､“まめちゃん”と自分に､ちゃんまで付けてのニ

ックネームとしました（こんな自分を信じられな

い私）。まめちゃん…なんて呼ぶ方が恥ずかしい

よね～。この後､一人もそう呼んでくれる人がいな

くても平気な“まめちゃん”です。

自己紹介が遅れました。 荒井信雄こと“まめち

ゃん”です。(あれ逆かな）目に障害が有って皆さ

んとお会いしたとき､こちらからご挨拶ができま

せん。そこのところお許しを。(早く皆さんのニッ

クネームを覚えないと)

私は､30 年､東洋医学､中でもはり

治療をしていますよ。治療の中から

学んだことは､人の体って素晴らし

い自己修繕力を持っているというこ

とです。その良き方法に気が付かな

い人が多いように思います。残念で

す。これからの医学は予防医学にあ

ると思いませんか。 またいつか､そ

んな話ができるといいな…と思って

います。

話が少し変わりますが､“ま～ゆ”総会の前日の

夜NHK･TV『そのとき歴史は動いた』で放映された

のが我が上田の領主の真田昌幸でしたね。なぜ徳

川の大群を２度までも少人数で打ち破ったのか、

というのがテーマでした。 それによりますと､真

田昌幸が知恵者であったことは言うまでもありま

せんが､この地に住む農民も商人も､全ての人が持

てる知恵と技量と体力を出し合って､地域住民の

総力による勝利であったということが､全国に向

けて放送されました。そこに加わった訳でもない

のに､見ていて「上田ってすごいだろう…」と､な

ぜか私が自慢に思いました。そう､あれから 400

年の歳月が流れた今､その時と全く同じように､こ

の地、信州上田に地域住民の底力を結集した“ま～

ゆ”という大きな輪が､５年も前から出来ていたの

ですね。 今､上田城に昌幸さんが居たら､きっと

『我が子孫もやるわい…』などとニコニコしなら､

“ま～ゆ”の皆さんの活躍を見守っているでしょう

ね。 私も､“ま～ゆ”の皆さんの仲間入りをさせて

いただき､とても嬉しく思います。歴史が物語る､

あの上田城の石垣のように､私は“ま～ゆ”を構成

する皆さんのその下で､小さな小さな石垣になれ

ますよう努力してみます。

2007年は､まさに夢と希望の年ですね。家内“ゆ

りちゃん”と二人合わせて今後ともどうぞよろし

くお願い申し上げます。

№194 まめちゃんこと荒井信雄大変お騒がせ

いたしました。



－７－

ま～ゆと農業と私の不思議な縁

№138 早乙女こと 大久保裕子

“地域通貨”って

なに？、“ま～ゆ”

ってどんなとこ？

と思いながら入り

早くも４年目を迎

えました。何かこの

頃ま～ゆとの不思

議な縁を感じるよ

うになりました。

なんと言っても須川のま～ゆ田んぼです。田ん

ぼで育ったと言ってもいい私にとって、農業は私

の原点でもあるような気がしていたので、須川の

田んぼに立った時は生き返ったような気がしま

した。

最近は、田の中へ入ることもなくなり手伝うこ

ともなくなったので、久々の手植えでの土の感触

は感動でした。子供の頃の田植えは手植えでした

ので、どこの家でも人手がたくさん要り、お互い

手伝い合いながらそれぞれの家の田植えを済ま

せておりました。そして、日当は“ええっこでお

願い”といって現金より労力で精算し、春の作業

で返しきれなかった分は秋の収穫で返したり、

来年まわしにしたりと、そんな融通ができたよう

に思います。

私も社会人になってからは、勤務先の友人にも

助っ人を頼み、私もまた友人の家に手伝いに行っ

たりしました。みんなお昼をごちそうになるだけ

で喜んで手伝ってくれました。

子供の頃の村の暮らしは、地域の人がお互いで

きることで助け合い、困っていれば誰かが助けて

くれるそんな顔の見える付き合いがあったよう

に思います。お陰で私の家も女手一つで、しかも

パートに出ながらでも６反歩の田んぼを作るこ

とができたと思います。

ま～ゆには田んぼがある、そして助け合える

仲間がいる ということに何か不思議な縁を感じ

ております。

それから、須川の田んぼが耕作放棄地だったと

いうことです。

私の二度目の勤務先は市町村の農業委員

さんと一緒に「農地を守り遊休荒廃農地をな

くそう」という仕事が中心でした。17 年間

市町村をまわり啓蒙活動や実態調査をして

いたものの、農家の高齢化に伴い担い手は

減少し耕作放棄地は増える一方でした。報告

書を作成のたびエンピツをなめなめ提出し

ていたことを思い出しました。そして今、

須川の田んぼで私が元気をもらっているこ

とに不思議な縁を感じます。

そしてもう一つは手作りのま～ゆ味噌で

す。手作りの味噌が食べられる。最初はこれ

だけで感激でした。

大きな釜で煮えた大豆の匂い、シートに広

げて潰した大豆に麹と塩を混ぜる作業。子供

の頃母親達がやっていたのと同じ光景でし

た。どの家も大豆は味噌仕入れ用に必ず作り、

白米にできない米で麹を出し全て共同作業

でした。大人たちの楽しそうな会話を聞きな

がらいつも手伝ってくれる仲間がいること

に子供ながら安心するものがありました。

今、ま～ゆ味噌は昔と同じ味がすると言っ

て母親が一番喜んで食べております。

そんな昔と同じやり方で味噌を作れるのも

ま～ゆの仲間のお陰です。またまたま～ゆと

私の不思議な縁を感じております。

最後に、ま～ゆ田んぼでつけていただいた

“早乙女”すごく気に入ってます。ま～ゆで

しか呼んでもらえない名前ですので、チョッ

と恥ずかしいけど、これからのニックネーム

にさせていただこうと思います。名付け親さ

んありがとう！

七田チャイルドアカデミー上田教室 №11竹田

●体験レッスンの20％まで｢ま～ゆ｣をお使い

下さい

上田市中之条101-1利幸第2ビル201号

23-2952



－８－

「ま～ゆ」入会の十徳・・・・（徳は得に通ず）№103 大耋
だいてつ

(大野里司)

村々の入り口に立っていらっしゃるお地蔵様を讃えるお経に「地蔵経」がある。その功徳の一つに「多逢
たほう

勝
しょう

縁
いん

」の言葉がある。多くの出遭いがよい因
いん

を生じ優れた縁の基になり、結果として思いがけない「果
か

」が得られ、この

「多逢
た ほ う

聖因
s lu いん

とも言う」こそ地蔵経の一大眼目である。この「縁」こそ古神道に云う「結び」に繋がり「むすこ」、

「むすめ」と発展して行く。「ま～ゆ」の出遭いこそ 是 まさに「縁」である。この縁を大切にするのが「ま～ゆ」の活

動の原点でもある。「ま～ゆ」の根幹は云うまでも無く「人と物」のま～ゆ通貨の有機的な経済交流の場であるが、

この基礎となるには人とひとの出会いである。時には偶然の出会いもあるかもしれない。「一条の稲を植える」時、

隣の人と偶然交わした会話が新たな糸口の場ともなる。かような出遭いの場所は学校や職場では得がたい。

競争社会に生きている我々は嫌でも人と競争するはめになることが往々にしてある。しかしながらこの集まりは

競争の場ではない。

このま～ゆの結びつきの集まりこそ、「一座の同座」、「一時の飲酒（おんじゅ）」、

「暫時の同道」「一言の会釈」これみな先世
せんぜ

の結縁
けちえん

なりと古語は云うがこれそのその

ままにま～ゆの集まりでもある。 聖徳太子のお言葉？と伝えられるが、成る程と頷かれ

る。次の出会いが待たれるものである。「縁を結ぶ」とは「人と物」を結ぶま～ゆの真骨頂

であると云えば云い過ぎであるうか？

ま～ゆ入会十徳（得）を小文にした。

蚕都くらぶ･ま～ゆ「文化創造祭」初参加！
第23回文化創造祭が２月16日(金)～18日(日)の3日間(展示部門）上田中央公民館で開催されま

す。

これは、中央公民館を利用している各種市民団体の活動発表の場として開催されてきました。

今年は「蚕都くらぶ･ま～ゆ」も初めて参加することにしました。昨年の11月に、ま～ゆ５年間

のあゆみを「地域通貨をこえる ま～ゆ」として発刊しました。そこで、この場を利用して本の紹

介をしたり、地域通貨って何？“ま～ゆ”ってよく聞くけどどんなことをしているの？という方に、

（上田市内では、まだまだメジャーになっていない？）ま～ゆについて知っていただくいい機会と

思っています。あわせて、会員のみなさんの交流の場としても活用したいな～と考えています。

当日は、これまでの活動を写真中心に展示発表します。あなたの顔もあるかも！

また、お茶など用意し団欒コーナーもつくります。一緒にお茶飲みしながら自由気ままに語り合

いませんか？ もちろん差し入れも大歓迎。どうぞご都合をおつけ頂き、足をお運びください。

なお、3日間の当番が必要です。只今当番募集中です。こちらもどうぞ応募してくださいお待ち

しています。

世話人会 安井啓子
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｢よそ者｣論のすすめ・・・開かれた「地域共同体」のために

№114 辛口こと宮 崎 省 吾
先月(12月10日)のま～ゆ市でまた注目す

べき発言がありました。歌唱指導の秦さん

が､ニックネームで話し合う会員に対して､

｢ニックネームでは誰が誰か分からない､

『本名』か自己(他)紹介も一緒にやってく

れ｣ といったのです。これはニックネーム

制のマイナス面を鋭く突いた発言でした。

つまり「仲間」による「よそ者」の排除あ

るいは「先輩」による「新入り」の排除の

危険性(たとえそれが無意識なものであっ

ても)をいわば「被害者」の立場で指摘した

のです。

蚕都くらぶ･ま～ゆの会員は全部で 150

人あまり。「五周年記念誌」のアンケートに

よれば､そのうち 20 人が地域的には全くの

「よそ者」(Ｉターン組)です。しかも私の見

たところ､そのほぼ全員が､ま～ゆのもっと

もアクティブな活動家です。ま～ゆの常連

は大体 40～50 人ですから､かなりの勢力と

いえましょう。まず､代表のケイチャンから

して「よそ者」ですから､他は推して知るべ

しかというと､そうでもないところがま～

ゆの面白いところです。都々平さんのよう

な地付き派､ごんべえさんのようなＵター

ン派､その婿･嫁派などが入り乱れて渾然一

体となっている姿はみものといってよいで

しょう。

これまで日本の社会は､「家族的構成」(川

島武宣－法社会学)とか､「タテ社会」(中根

チエ－文化人類学)とされ､「よそ者」に対

してきわめて閉鎖的でした。｢ウチ｣と｢ヨ

ソ｣は峻別され､天皇を頂点とする「家父長

制」が幅をきかせてきました。日本の総理

大臣は自国を「わが国」と呼びますが､アメ

リカの大統領は「ユナイテッド ステーツ」

と呼びます。また欧米には「長男」とか「三

男坊」に対応する表現はありません。自分

と､自分が属する「共同体」との間にスタン

ス感があるかないかの違いといえましょう。

個人が社会を構成するという「個人主義」

なのです。

戦後､上述の日本的「共同体」は封建的な
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ものとして近代的な「個人主義」に取っ

て代わるように強制されてきました。憲法

を始め法律や制度が「近代化」されました。

しかしそこにあったのは「共同体」や「個

人主義」に対する全面否定や全面肯定が

中心で､どんな「共同体」が必要なのかとい

う視点は無かったように思います。人間は

一人で生きていくことは出来ません。生ま

れたときに誰かが乳をやらなかったら赤ん

坊は生きていけるでしょうか。人間にとっ

て何らかの「共同体」は必要不可欠なもの

なのです。

話が難しくなりました。ま～ゆに話を戻

しましょう。ま～ゆはケイチャンをはじめ

「よそ者」を含む地域組織です。まずこの

ことを確認しておきましょう。また､｢家族｣

｢世帯」のレベルでいえば､ま～ゆはこれら

にとらわれていません。で､ケイチャンとア

ンジンさんは別々の会員です。孫の手さん

と息子の幸太郎さんも別々の会員です。

つまりま～ゆには「家族」とか「世帯」と

いう概念はありません。だれかが「家族」

や「世帯」を代表して会員になることはあ

りません。あくまでも「個人」がベースで

す。ケイチャンがよく言う「自立した個人

の助け合い」なのです。ここには「ウチ」

も「ヨソ」もありません。地付き派もＵタ

ーン派もＩターン派も渾然一体になるのは

理の当然なのです。そのま～ゆの中で「ウ

チ」と「ヨソ」を発生させてはいけません。

このことは､ま～ゆが「家族」や「世帯」

や「地域」を無視したり､否定しているのか

いえばそうではありません。むしろその逆

なのです。戦後の経済の高度成長とグロー

バリゼーションによって､旧来の日本的「共

同体」は名実ともに崩壊し､個人は丸裸のま

ま競争社会の中に投げ出されています。い

ま、わたし達が求めているのは､ばらばらに

された個人をむしろ前提とした「助け合い｣､

｢共同体」なのです。そのための自発的な試

みが「蚕都くらぶ･ま～ゆ」です。一人一人

の生活上の必要性に応じた「家族｣､｢世帯｣､

｢地域｣､｢共同体」を新しく創りあげていこ

うとする動きなのです。

私はま～ゆがよそ者のケイチャンをリー

ダーとし､地付き派やＵターン派が多数参

加していることを素晴らしいことだと思っ

ています。これは偶然ではなく､ここに住む

全ての住民に求められている必然の組織だ

からです。地域の主人公は今そこに住んで

いる住民であり､その住民一人一人が自分

の生活を向上させていく自発的な助け合い

の組織､これが私とあなたと地域をいきい

きとしていく開かれた「地域共同体」そ

のものなのです。「よそ者」を意識せず､

意識させない組織であり続けたいもので

す。

蛇足ですが､私は常連客を特別扱いし

ない「飲み屋」の常連客になるのが大好

きです。

都市･建築工房 №130ヒデさん(竹内秀夫)

●一級建築士事務所

●地元産木材を使ったローコスト環境住宅の設

計料の５％まで「ま～ゆ」が使えます。

上田市御所274

℡0268-28-7532
http://www6.ueda.ne.jp/~toshiken/
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✩ま～ゆに入ったきっかけ……№70 松木節子さんの紹介 

(社会福祉協議会のヘルパーさんでした)

✩ま～ゆに入ってよかったこと……知人がたくさん出来てよかった。 

✩自己ＰＲが下手です……自分としては、ひっこみじあんではない

けれど、社交的でもない。

まだまだ分からない事が、たくさんある。

✩血液型……ＡＢ型 

✩出身地……東京 

昭和 37 年に、仕事の関係で、東京からこちらの鹿教湯病院に赴任

しました。鹿教湯病院は山間にあり、周りにも何も無く淋しい所で

した。長野県には疎開で来たことはありましたけれど……特に女性

の言葉尻に「～～だわい～～」と言う言葉を聞いたときは、何故かとても怖い気がしまし

た。そんな折、東京へ戻った時に、電車の中で若い女性が話している言葉が（今の若い女

の子の会話とは違って）とてもやさしくて“ほっ”としたことを覚えています

現在の山本さんは、平成 14 年の信濃毎日新聞の＜にんげん紀行＞で“無心で歌う点字

の楽譜„でも紹介されました。この記事は、会報№25 号に掲載されています。「オラトリ

オしなの混声」のコーラスに所属し、来春３月の公演にむけて多忙な日々を過ごしていま

す。中途失明の場合は、耳で音を聴き分けて暗譜で 10 数年練習してこられたのだそうで

す。そこには相当の集中力が必要だと思いました。そして頑張った山本さんの現在があり

ます。

また、時には川柳も(川辺川柳句会の仲間と)楽しむ日々もあります。

もちろん家事も(揚げ物以外は…)なんでもこなす。知人も山本さんが全盲であることを

忘れてしまつていると言う。もちろんお会いしてこうしておはなしを聞いているわたしも

忘れてしまっていた。

お宅へ伺った時に、車が停まったのを聞きつけ、駐車場に案内していただいた時には

感激しました。 もちろん家事もすべてこなしています。

しかしそこには、そうしなければ生きていかれない厳しさには想像を絶するものがあっ

たでしょうが、それをまったくみせない。

そこに山本さんの人生観が詰まっている気がしました。自分に厳しく人にやさしく、生き

ていくうえでとっても強い人であることも感じました。

そして今起こっている社会現象については、山本さんの頃と、現在の親の育った頃……

モラルの低下しているのでは……と思うと感じています。

ここで山本さんからの生活の知恵をひとつ､……雪道での滑り防止の緊急の対策は、

靴に輪ゴムを数本はめると意外と効果ありとのこと。お試しあれ。

そしてこれは、わたしからの提案ですが、

山本さんとか、視覚障害者の方とお話する場合は、先ず自身の名前を言ってから声かけを

して、話しかけてください。見えない方の場合は、お顔でなく？。＜声＞と名前で覚えて

いくそうです。 ヨロシクネ！

コボル 記

№171 山本通子さん
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5周年記念誌“地域通貨をこえる ま～ゆ„を読んで

№73 しげちゃんこと 松 木 重 男
入会して丸２年経過しました。いまだにま～ゆに

とけ込めずにいます。通帳はというとやっと１ページ

終わったところで､まことにきれいな通帳です。脱退

するつもりは更々ありませんので､総会は必ず出席

しております (３回)。

私 今年から年金がもらえますが､月６万円程です

ので､死ぬまで働かないと生活できません。あまり

器用な人間ではありませんので､なかなかま～ゆに

とけ込めないのも､これが一因だと思います。

昨年の総会で“地域通貨をこえるま～ゆ„を購入

しました。手にしたとき､先ず驚いたのは､予算がな

いのに よくまあーこんな立派な本になったこと。(外

観) 次に目次を見たときに構成(言い方が分かりま

せん)がしっかりよく出来ていることに驚き､次に内容

が言葉良し､面白く､とても私にはマネのできない文

章でした。推理小説でもないのに読んでいて面白く

て一気に読みました。

①須川田んぼプロジェ

クト､ ②須川畑プロジェク

ト､③味噌プロジェクト

④秋和菜園プロジェ

クト､⑤炭焼きプロジ

ェクト､⑥ミステリーツ

アー､⑦ジャガパー､

⑧まゆ玉市、⑨お花見

ま～ゆ市､⑩ホタルコン

サート､⑪納涼夏まつり､

⑫餅つき大会､⑬ま～

ゆ寺子屋、(まだあった

け…)等々全て面白く、

また私の想像していた

以上のことをやってい

ることは驚きでした。

会員の皆様に活動の内容がわかって大変よいと

思います。プロジェクトや行事はこれからも続けてい

ただきたいし､この和やかな雰囲気､大人の付き合い

を大切にしていただきたいと思います。

最後になりましたが､この本の出版にあたった１１

人のスタッフの方々に心から感謝申し上げます。

プロが作ってもこんなよい本にはならないと思いま

す。またケイちゃんのおっしゃる通り，これから地域

づくり，仲間づくりをしたい人には大変参考になると

思います。少し時間は掛かりましょうが､完売は出来

ると思います。増刊までは行かないかなあ……

もう一つ、１ヶ月おきの会報も是非続けてください。

よろしくお願いします。都々平さん頼むよ。

ま～ゆのみなさんが頼りです！

昨年11月に｢蚕都くらぶ･ま～ゆ｣の 5年間のあゆみを「地域通貨をこえる ま～ゆ」に

まとめ発刊しました。みなさんの奮闘のお陰で、発売から1ヶ月余の間に500冊ほど(委託

を含めて)出ました。ご協力くださった皆さん本当にありがとうございました。

私もこの際、ご無沙汰しているあの人この人に近況報告もかねて本を送ったり、チラシ

を送ったり、年賀状にも書いたりとPRに努めましたところ、本を手にし

た人から次々と感想の手紙が舞い込みました。

ほたるコンサートで篠笛を吹いてみたいという学生時代の友人、自分の

町でもこんなことができたら…と夢を膨らませている人、職場の仲間にも

読ませたいと追加注文してくれる人など、人の縁のありがたさをしみじみ

味わっています。きっとみなさんのところにも反響が届いていることでし

ょう。 「ま～ゆ」が全国に広がっていくのも夢じゃない！ 行動を起こさ

なければ何事も始まらない！を実感しています。

まだ残部があります。本がつなぐ縁を確かなものにするために、忘れていたあの人この人を思い浮かべ、

販売に更なるご協力をどうぞよろしくお願いします。

なんと言っても皆さんが何よりの頼りですから！！

記念誌編集プロジェクト 安井啓子
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コボル 洋 一

ハタハタ 妙 子

ミミターン 皓 一

孫の手 紀 子

トットちゃん 宮 島 由 幸

トキ 紀 子

にゃんこ先生 卓 爾

辛口 チヨ子

ターボ 省 吾

おじゃる 良 子

ちーかま 邦 生

くんくん 恵 子

昆ちゃん 潤

チョコット 智津子

のび太 里 司

大耋(だいてつ) 健二

似顔と本名とを線で結びましょう

四角の中は苗字を記入してください



1月24日(水) 7時から

寿限無で

2月 10日と

3月 10日の

ま～ゆ市は

午後 1時３０分からにします

どちらも中央公民館です

“楽しもう!！地域活動交流会ＩＮ上田”
(市民団体交流会)

1月21日(日) 1１時～４時

会場 豊殿自治センター

他の団体と交流するチャンスです

ま～ゆも参加します 詳しくはＭＬで

辛口さんの車を借りませんか

1月14日から3月14日まで

1日100ま～ゆ＋100円
でお借りできます。

寿限無においてあります

詳しくは ℡ (0268) 27‐1230に
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甲田はきもの店 №39甲田

●ご利用金額の10％まで｢ま～ゆ｣をお使い下さい

●靴、草履、下駄などの修理は20％まで使えます

上田市中央4-6-24

℡22-1272

街の気軽なマルチメディアショップ

㈲ 伸和印刷 №57中澤

●ご利用金額の 10%まで「ま～ゆ」をお使いください

●今、流行りの自分史を作ってみませんか?

●会議資料作りに便利な、製本機能付き

高速デジタルコピー機導入しました

上田市国分１-７-12

℡22-7710 Fax22-7718


